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圈
に
位
置
す
る
米
国
や
ロ
シ

ア
な
ど
８
カ
国
で
つ
く
る
北

極
評
議
会
の
研
究
チ
ー
ム
が

４
日
ま
で
に
ま
と
め
た
。
米

メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。

　
。
従
来
の
予
測
を
大
き
く
上

回
る
上
昇
幅
で
、
太
平
洋
の

で
気
温
が
商
い
状
態
が
続

き
、
２
０
０
４
～
0
9
年
に
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
床
が
融

解
す
る
速
度
は
１
９
９
５
～

２
０
０
０
年
の
４
倍
と
指

摘
。
　
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
床

　
世
界
の
科
学
者
で
構
成
す

る
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
は
0
7
年
に
第
４
次
報
告

書
で
、
Ｏ
・
1
8
～
Ｏ
・
5
9
封

上
昇
す
る
と
予
測
し
た
。
こ

れ
は
主
に
海
水
温
上
昇
に
伴

　
邦
人
３
人
拘
束

　
北
朝
鮮
が
確
認

　
　
朝
鮮
中
央
通
信
報
道

　
【
ソ
ウ
ル
＝
島
谷
英
明
】

北
朝
鮮
の
朝
鮮
中
央
通
信
は

　
　
　
　
　
　
　
陥
１
日
２
ｉ
口
‥
’

　
東
日
本
大
震
災
で
水
没
し

た
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
県

立
尚
田
病
院
で
、
ツ
バ
メ
が

巣
作
り
を
始
め
た
。
復
興
に

向
け
、
が
れ
き
撤
去
が
進
む

町
に
、
に
ぎ
や
か
な
鴫
き
声

揃
を
住
居
栄
に
目
引
屯
促
洽

が
入
る
。
と
ど
ま
っ
て
い
て

も
仕
方
が
な
い
」
と
病
院
再

建
へ
の
意
欲
を
新
た
に
し

た
。
　
３
月
Ｈ
日
、
津
波
が
４
階

ま
で
押
し
寄
せ
、
入
院
患
者

燎
苔
園
窟
し
マ
、
ｔ
疋

　
ツ
バ
メ
が
営
巣
す
る
の
は

被
災
し
た
病
院
１
階
の
軒
。

周
辺
は
今
も
が
れ
き
や
自
動

　
７
こ
ノ
ｌ
阿
μ
７
に
、
Ｊ
ｙ
メ
。
、
１
Ｃ

院
周
辺
の
地
盤
が
沈
下
し

在
地
で
の
再
建
は
不
可

能現万

で
、
移
設
の
た
め
の
場
所
を

探
し
て
い
る
と
い
う
。

都
市
ガ
ス
の
復
旧

4
0
万
戸
作
業
終
了

　
　
　
　
　
日
本
ガ
ス
協
会

　
日
本
ガ
ス
協
会
は
４
日
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
都

市
ガ
ス
の
供
給
が
停
止
し
た

地
域
で
、
当
初
に
復
旧
対
象

と
し
て
き
た
4
0
万
１
９
７
６

戸
の
復
旧
作
架
か
終
了
し
た

と
発
表
し
た
。
一
連
の
作
業

に
は
全
国
5
8
の
ガ
ス
事
業
者

が
協
力
。
残
っ
て
い
た
石
巻

ガ
ス
管
内
の
６
７
３
８
戸
の

復
旧
が
３
日
に
完
了
し
た
。

　
宮
城
県
石
巻
市
内
で
は
、

が
れ
き
な
ど
の
撤
去
に
伴
い

新
た
に
約
２
７
０
０
戸
で
ガ

ス
の
復
旧
が
で
き
る
見
通
し

で
、
協
会
は
応
援
を
継
続
す

る
。
地
震
や
津
波
の
被
害
が

甚
大
な
地
域
な
ど
の
復
旧
に

つ
い
て
は
各
地
の
事
業
者
が

個
別
に
対
応
す
る
と
い
う
。

　
豪
で
日
本
支
援

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
　
飯
舘
村
の
２
人
招
待

　
オ
ー
ジ
ー
ビ
ー
フ
で
有
名

な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
食
肉

家
畜
生
産
者
事
業
団
の
駐
日

代
表
メ
ラ
ー
て
・
ブ
ロ
ッ
ク

さ
ん
ら
が
４
日
、
原
発
災
害

で
苦
し
む
福
島
県
飯
舘
村
を

訪
れ
、
1
4
日
に
シ
ド
ニ
ー
で

行
わ
れ
る
日
本
支
援
イ
ベ
ン

ト
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
ブ
ラ

ン
チ
に
村
民
２
人
を
招
待
す

る
と
明
ら
か
に
し
た
。
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云
「
は
大
丈
夫
で
も
、
後
き
に
生
き
て
い
く
の
は
相
当

々
に
何
か
聞
い
て
ほ
し
い
こ
　
に
つ
ら
い
」
と
唇
を
か
む
。

と
と
か
出
て
き
た
ら
、
い
つ
カ
ー
ド
に
目
を
や
り
、
「
相

で
も
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」
。
談
で
き
る
窓
□
か
お
る
の
は

臨
床
心
達
士
の
野
口
修
司
さ
心
強
い
」
と
話
し
た
。

ん
（
2
8
）
は
宮
城
県
石
巻
市
　
　
　
ま
し
す

や
気
仙
沼
市
の
避
難
所
な
ど

「
５
年
４
続
”
る
」

を
回
り
、
相
談
窓
口
の
電
話
　
活
動
を
手
掛
け
る
の
は
特

哲
万
を
記
し
た
名
刺
大
の
カ
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ

Ｉ
ド
を
手
渡
し
、
一
人
ひ
と
Ｏ
法
人
）
　
「
メ
ン
タ
ル
・
コ

り
に
声
を
か
け
て
い
る
。
　
　
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
サ

　
受
け
取
っ
た
主
婦
、
平
塚
Ｉ
チ
」
　
（
横
浜
恵
。
４
月

美
代
子
さ
ん
（
5
5
）
は
夫
が
か
ら
月
・
火
曜
の
週
２
回
、

行
方
不
明
の
ま
ま
だ
。
日
中
電
話
相
談
を
受
け
付
け
る
。

は
孫
の
世
話
や
支
援
物
資
の
　
同
法
人
設
立
メ
ン
バ
ー
の

受
け
取
り
な
ど
忙
し
く
過
ご
若
島
孔
文
・
東
北
大
鹿
教
授

す
が
、
「
夫
の
遺
体
に
す
ら
は
「
震
災
直
後
は
、
物
貴
人

対
面
で
き
な
い
ま
ま
、
前
向
手
や
家
族
の
捜
索
に
神
経
が

集
中
し
て
お
り
、
『
今
は
支
　
も
と
も
と
宮
城
県
内
に
は
窓
口
を
設
け
、
カ
ー
ド
を
配
る
。
当
初
作
成
し
た
５
０
０

援
は
不
要
』
と
い
う
反
応
が
約
２
７
０
人
の
臨
床
心
辺
土
布
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
　
　
Ｏ
枚
の
カ
ー
ド
は
ほ
ぼ
配
布

多
か
っ
た
。
だ
が
多
少
落
ち
が
い
た
も
の
の
、
被
災
地
域
　
ま
だ
電
話
は
１
日
数
件
だ
し
、
さ
ら
に
追
加
す
る
予
定
。

つ
い
た
状
態
に
戻
っ
た
時
、
は
広
大
で
「
と
う
て
い
足
り
が
、
「
母
親
を
亡
く
し
た
５
若
高
商
教
授
は
「
最
低
で
も

ス
ト
レ
ス
反
応
な
ど
が
出
や
な
か
っ
た
」
（
若
高
商
教
授
）
。
歳
の
孫
が
『
死
ん
で
お
母
さ
５
年
間
は
続
け
る
』
と
決
意

す
い
」
と
指
摘
。
「
多
く
の

被
災
者
に
長
期
的
な
支
援
窓

□
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
」

と
強
調
す
る
。

『
ど
う
い
う
支
援
が
役
立
つ
・
ん
の
と
こ
ろ
に
行
く
』
と
言
し
て
い
る
。

の
か
」
と
避
難
所
で
聞
き
取
　
っ
て
い
る
。
ど
う
接
し
た
ら

っ
た
結
果
が
、
熟
練
し
た
臨
い
い
か
」
と
い
う
祖
父
の
相

床
心
理
上
が
応
対
す
る
相
談
談
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い

無
理
重
ね
る
人
も

被
災
地
で
は
、
弱
い
立
場

避
難
所
回
り
相
談
役
に

『Lﾆ＿

腿付

言
言
言
言
）

。
胎
宍
｀
へ
｛
二
百

｝
゜大
大

「

両
が
津
波
で
流
さ
れ
て
お

り
、
特
例
法
の
対
象
は
膨
大

に
な
る
見
通
し
。

　
　
「
被
災
地
で
ど
う
周
知
す

る
か
が
課
題
だ
」
。
東
北
６

県
を
管
轄
す
る
仙
台
国
税
局

の
担
当
者
は
頭
を
悩
ま
せ

る
。
特
例
法
は
４
月
2
7
目
に

成
立
し
て
即
日
施
行
。
還
付

額
の
計
算
方
法
な
ど
複
雑
な

内
容
を
含
む
が
、
被
災
者
向

かける臨床心理士の野口修司さん

　（４月29日、宮城県石巻市）

継
続
し
て
開
く
。

　
今
後
は
被
災
者
を
集
め
た

説
明
会
の
開
催
も
検
討
し
て

い
る
が
、
場
所
の
確
保
が
難

題
だ
。

　
大
船
渡
税
務
署
（
岩
手
県

大
船
渡
市
）
な
ど
２
税
務
署

が
浸
水
す
る
な
ど
し
て
使
え

な
く
な
っ
た
う
え
、
公
民
館

な
ど
も
多
く
が
被
災
し
た
た

の
者
を
支
え
る
人
た
ち
自
身

も
被
災
者
だ
。
典
型
は
、
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
た
子
供
た
ち

を
支
え
る
教
員
だ
。

に
話
す
と
、
ぽ
つ
り
と
漏
ら

し
た
。

　
都
教
委
は
、
日
ご
ろ
か
ら

教
員
の
相
談
に
乗
っ
て
い
る

都
教
職
員
総
合
健
康
セ
ン
タ

ー
か
ら
計
４
回
、
延
べ
1
2
人

を
気
仙
沼
市
と
南
三
陸
町
の

約
2
0
の
小
中
学
校
に
派
遣

し
、
約
３
０
０
人
と
面
談
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
良
い
と

１
時
間
半
に
及
び
、
涙
を
流

す
教
員
も
後
を
絶
た
な
か
っ

た
。
自
身
が
被
災
し
、
家
族

が
犠
牲
に
な
り
な
が
ら
、
避

難
所
に
な
っ
た
学
校
の
運
営

や
教
え
子
の
安
否
確
認
を
優

先
さ
せ
て
き
た
人
た
ち
だ
。

　
　
「
誰
に
も
弱
音
を
言
え
な
　
　
「
子
供
た
ち
が
学
校
再
開

か
っ
た
。
来
て
く
れ
て
あ
り
を
待
っ
て
い
る
と
自
分
に
言

が
と
う
」
。
宮
城
県
内
の
小
い
聞
か
せ
、
無
理
を
重
ね
た

学
校
で
４
月
初
め
、
男
性
散
人
が
多
か
っ
た
」
。
同
セ
ン

員
は
、
東
京
都
教
育
委
員
会
タ
ー
の
溝
□
る
り
子
・
臨
床

か
ら
派
遣
さ
れ
た
臨
床
心
理
心
理
上
長
は
継
続
的
支
援
の

上
に
被
災
後
の
体
験
を
一
気
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。

め
で
、
同
局
担
当
者
は
「
自

治
体
と
協
力
し
て
開
催
方
法

を
探
ら
な
い
と
」
と
慌
た
だ

し
く
話
す
。

　
還
付
手
続
き
な
ど
の
た
め

に
多
く
の
人
が
窓
口
を
訪

れ
、
混
雑
す
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。

　
被
害
が
甚
大
な
沿
岸
部
の

税
務
署
の
多
く
は
職
員
数
が

2
0
～
5
0
人
の
小
所
帯
。
人
手

不
足
解
消
の
た
め
、
国
税
庁

は
連
休
明
け
に
東
京
国
税
局

な
ど
か
ら
職
員
を
数
十
人
規

模
で
派
遣
す
る
。

　
国
税
庁
幹
部
は
「
税
の
還

付
が
受
け
ら
れ
れ
ば
生
活
再

建
の
一
助
に
な
る
。
周
知
や

相
談
の
態
勢
を
早
期
に
整
え

た
い
」
と
し
て
い
る
。
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